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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路であって、
　セットの発振信号を供給するように構成された発振回路であって、各発振信号は、発振
周波数を有する、前記発振回路と、
　該発振回路に結合された注入ロック回路であって、該注入ロック回路は、（ｉ）第１の
基準周波数を有する第１の基準信号を受信し、（ｉｉ）該第１の基準信号を使用して該発
振回路を注入ロックするように構成されて、該発振周波数が該第１の基準周波数と同一で
あるようにする、前記注入ロック回路と、
　該発振回路に結合され、該セットの発振信号を合成して出力信号を生成するように構成
されたエッジ合成回路であって、前記出力信号は、（ｉ）該第１の基準周波数の倍数、ま
たは（ｉｉ）（ａ）第２の基準信号の第２の基準周波数と（ｂ）該第１の基準周波数の倍
数との差のいずれかである出力周波数を有する、前記エッジ合成回路と
を備える回路。
【請求項２】
　前記発振回路が、セットの遅延要素を有するリング発振回路を含み、該リング発振回路
が、該セットの遅延要素のうちのそれぞれ一つの遅延要素の出力に前記セットの発振信号
のうちのそれぞれ一つの発振信号を供給するように構成されている、請求項１に記載の回
路。
【請求項３】
　前記第１の基準信号が、周期Ｔを有し、前記セットの発振信号が、発振信号Ａ１、Ａ２

．．．ＡＮを含み、該発振信号Ａ１、Ａ２．．．ＡＮの各々が、それぞれの位相を有し、
該それぞれの位相が、Ｔ／（２Ｎ）の周期で均等に離間されている、請求項１又は２に記
載の回路。
【請求項４】
　前記回路が、
　（ａ）前記エッジ合成回路に結合され、前記出力信号をワイヤレスで送信するように構
成されたワイヤレス送信回路、
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　（ｂ）前記エッジ合成回路に結合され、前記第２の基準信号をワイヤレスで受信するよ
うに構成されたワイヤレス受信回路、及び
　（ｃ）前記エッジ合成回路に結合され、前記出力信号を復調するように構成された復調
回路
のうちの少なくとも一つをさらに備える、請求項１～３のうちのいずれか一項に記載の回
路。
【請求項５】
　前記出力周波数が、差周波数であり、前記エッジ合成回路が前記セットの発振信号を合
成して前記出力信号を生成するように構成されることは、前記エッジ合成回路が、
　セットの信号積Ａ１Ａ２、Ａ２Ａ３．．．ＡＮＡ１を生成し、
　該セットの信号積を前記第２の基準信号と混合し、
　該混合されたセットの信号積の合計を生成して、前記差周波数と等しい出力周波数を有
する前記出力信号を提供するように構成されることを含む、請求項１～４のうちのいずれ
か一項に記載の回路。
【請求項６】
　方法であって、
　第１の基準周波数を有する第１の基準信号を受信すること、
　該第１の基準信号を使用して、発振周波数をそれぞれが有するセットの発振信号を供給
する局部発振器を注入ロックして、該発振周波数が該第１の基準周波数と等しいようにす
ること、
　該セットの発振信号を合成して、（ｉ）該第１の基準周波数の倍数、または（ｉｉ）（
ａ）第２の基準信号の第２の基準周波数と（ｂ）該第１の基準周波数の倍数との差のいず
れかである出力周波数を有する出力信号を生成すること
を含む方法。
【請求項７】
　前記第１の基準信号が、周期Ｔを有し、前記セットの発振信号が、複数の発振信号Ａ１

、Ａ２．．．ＡＮを含み、該複数の発振信号Ａ１、Ａ２．．．ＡＮの各々が、それぞれの
位相を有し、該それぞれの位相が、Ｔ／（２Ｎ）の周期で均等に離間されている、請求項
６に記載の方法。
【請求項８】
　（ａ）前記第１の基準信号が、周波数偏移変調された（ＦＳＫ）基準クロック信号であ
るとき、前記出力信号をワイヤレスで送信すること、
　（ｂ）前記セットの発振信号を合成して前記出力信号を生成する前に、前記第２の基準
信号をワイヤレスで受信すること、及び
　（ｃ）前記第２の基準信号が変調された信号であるとき、前記セットの発振信号を合成
して前記出力信号を生成した後、前記出力信号を復調すること
のうちの少なくとも一つをさらに備える請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　前記出力周波数が、差周波数であり、前記セットの発振信号を合成して出力周波数を有
する出力信号を生成することが、
　セットの信号積Ａ１Ａ２、Ａ２Ａ３．．．ＡＮＡ１を生成すること、
　該セットの信号積を前記第２の基準信号と混合すること、
　該混合されたセットの信号積の合計を生成して、前記差周波数と等しい出力周波数を有
する前記出力信号を提供すること
を含む、請求項６～８のうちのいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　装置であって、
　セットの発振信号を供給するための手段であって、各発振信号は、発振周波数を有する
、前記供給するための手段と、
　（ｉ）第１の基準周波数を有する第１の基準信号を受信し、（ｉｉ）該第１の基準信号
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を使用して発振回路を注入ロックして、該発振周波数が該第１の基準周波数と同一である
ようにするための手段を含む、注入ロックするための手段と、
　該セットの発振信号を合成して、（ｉ）該第１の基準周波数の倍数、または（ｉｉ）（
ａ）第２の基準信号の第２の基準周波数と（ｂ）該第１の基準周波数の該倍数との差であ
る差周波数のいずれかである出力周波数を有する出力信号を生成するための手段と
を備える装置。
【請求項１１】
　前記注入ロックするための手段が、（ｉ）前記セットの発振信号を供給するための手段
に前記基準信号の単相注入を与えるための手段と、（ｉｉ）前記セットの発振信号を供給
するための手段に前記基準信号の多相対称注入を与えるための手段とをさらに含む、請求
項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　装置であって、
　（ｉ）第１の基準周波数を有する基準信号を受信し、（ｉｉ）該受信した基準信号に基
づいてセットの発振信号を生成するように構成された発振回路であって、各発振信号が、
該第１の基準周波数と同一であるそれぞれの発振周波数を有する、前記発振回路と、
　該発振回路に結合され、該セットの発振信号を合成して出力信号を生成するように構成
されたエッジ合成回路であって、前記出力信号は、（ｉ）該第１の基準周波数の倍数、ま
たは（ｉｉ）（ａ）第２の基準信号の第２の基準周波数と（ｂ）該第１の基準周波数の倍
数との差のいずれかである出力周波数を有する、前記エッジ合成回路と
を備える装置。
【請求項１３】
　前記第１の基準信号が周期Ｔを有し、前記セットの発振信号が発振信号Ａ１、Ａ２．．
．ＡＮを含み、該発振信号Ａ１、Ａ２．．．ＡＮの各々がそれぞれの位相を有し、該それ
ぞれの位相がＴ／（２Ｎ）の周期で均等に離間されている、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記出力周波数が、前記第１の基準周波数の倍数であり、前記エッジ合成回路が前記セ
ットの発振信号を合成して前記出力信号を生成するように構成されることは、前記エッジ
合成回路が、
　セットの信号積Ａ１Ａ２、Ａ２Ａ３．．．ＡＮＡ１を生成し、
　該セットの信号積の合計を生成して前記第１の基準周波数のＮ倍に等しい出力周波数を
有する前記出力信号を提供するように構成されることを含む、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記出力周波数が、差周波数であり、前記エッジ合成回路が前記セットの発振信号を合
成して前記出力信号を生成するように構成されることは、前記エッジ合成回路が、
　セットの信号積Ａ１Ａ２、Ａ２Ａ３．．．ＡＮＡ１を生成し、
　該セットの信号積を前記第２の基準信号と混合し、
　該混合されたセットの信号積の合計を生成して、前記差周波数と等しい出力周波数を有
する前記出力信号を提供するように構成されることを含む、請求項１２に記載の装置。
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